


地球温暖化防止対策として、市役所でも
ノーネクタイ・ノー上着を実施中です。

皆さんのご理解とご協力をお願いします。

２

　
も
う
す
ぐ
夏
本
番
。
暑
い
夏
は
、
家
庭
で
も
オ
フ
ィ
ス
で
も
、
つ
い
つ
い
冷
房

に
頼
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
ひ
ん
や
り
す
る
く
ら
い
冷
房
を
効

か
せ
、
上
着
を
着
て
い
る
の
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
づ
か
い
。
市
は
、
冷
房

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
抑
え
よ
う
と
、
６
月
か
ら
、
夏
の
軽
装
を
奨
励
す

る
『
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
』
作
戦
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
今
、
一
人
ひ
と
り
の
省
エ
ネ
実
践
が
大
切
で
す
。
今
年
の
夏
は
、
あ

な
た
も
、
環
境
に
や
さ
し
い
『
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
』
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
『
ク
ー
ル
・
ビ

ズ
』
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
・
Ｂ
Ｉ
Ｚ
）
。
こ

れ
は
、
環
境
省
が
募
集
し
た
『
省
エ

ネ
ル
ッ
ク
』
に
替
わ
る
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
愛
称
で
す
。
涼
し

い
、
か
っ
こ
い
い
と
い
う
意
味
の

『
ク
ー
ル
』
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
意
味

の
『
ビ
ズ
』
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、

約
３
２
０
０
件
の
応
募
の
中
か
ら
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
つ
と

し
て
、
消
費
電
力
を
抑
え
る
た
め
、

地球温暖化防止対策として、市役所でも
ノーネクタイ・ノー上着を実施中です。

皆さんのご理解とご協力をお願いします。



３ クール・ビズで省エネ

　
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
の
実
験
に
よ
る
と
、
室
温
28
℃

で
軽
装
の
人
と
、
室
温
26
℃
で
ス
ー

ツ
の
人
の
感
じ
る
暑
さ
は
、
ほ
ぼ
同

じ
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
つ

ま
り
、
上
着
を
脱
い
で
、
ネ
ク
タ
イ

を
外
せ
ば
、
体
感
温
度
は
約
２
℃
下

が
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
仮
に
、
暑
い
と
感
じ
る
人
に
合
わ

せ
て
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
低
く

す
る
と
、
そ
の
分
、
消
費
電
力
量
が

増
え
る
う
え
、
寒
い
と
感
じ
る
人
は

一
枚
は
お
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
暑
い
と
感
じ
る
人
が
ス
ー
ツ
で

は
な
く
軽
装
に
な
る
こ
と
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
無
駄
づ
か
い
す
る
こ
と
な

夏
の
オ
フ
ィ
ス
の
冷
房
設
定
を
28
℃

に
保
ち
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上

着
で
も
、
効
率
的
に
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
夏
の
オ
フ
ィ
ス
ウ
ェ
ア

の
こ
と
で
す
。

　
６
月
か
ら
国
の
行
政
機
関
で
は
、

一
斉
に
『
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
』
を
取
り

入
れ
、
閣
議
な
ど
で
も
ノ
ー
ネ
ク
タ

イ
の
大
臣
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

と
し
て
、
衣
替
え
に
合
わ
せ
、
６
月

１
日
か
ら
『
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
』
作
戦

を
ス
タ
ー
ト
。
冨
山
市
長
を
は
じ

め
、
職
員
は
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー

上
着
で
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
来
庁
者
に
不
快
感
を
与

え
な
い
よ
う
、
シ
ャ
ツ
は
襟
付
き
の

も
の
と
し
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
不
可
。
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
は
原
則
と
し
て
白
色
の
も

の
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
（
時
間
、
場
所
、
機

会
）
を
考
慮
し
た
公
務
員
ら
し
い
服

装
と
し
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
内
の
冷
房
は
28
℃
に
設
定
。

室
温
が
28
℃
を
超
え
た
場
合
の
み
、

空
調
機
を
運
転
す
る
こ
と
に
し
、
経

費
削
減
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
努

め
ま
す
。

　
こ
の
『
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
』
作
戦

は
、
９
月
30
日
ま
で
実
施
し
ま
す
。

く
、
誰
も
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
オ
フ
ィ
ス
の
室
温
を
26
℃

か
ら
28
℃
に
２
℃
上
げ
る
と
、
冷
房

の
消
費
電
力
量
の
う
ち
、
約
17
％
の

省
エ
ネ
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
仮
に
、
こ
れ
を
全
国
の
事
務

所
ビ
ル
が
実
施
す
る
と
、
年
間
で
原

油
約
31
万
kl
（
ド
ラ
ム
缶
約
１
５
５

万
本
）
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
『
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
』

を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
冷
房
の
設

定
温
度
を
調
整
す
る
な
ど
、
夏
の
省

エ
ネ
を
進
め
て
い
る
企
業
が
増
え
て

い
ま
す
。
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
が
企
業
や
自
治
体
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

『
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
』
に
つ
い
て
『
奨

励
し
て
い
る
』
『
奨
励
す
る
予
定
で

あ
る
』
と
答
え
た
企
業
は
、
51
・
３

％
で
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
奨
励
し
て
い
な
い
企
業
で
は
、
軽

装
に
よ
っ
て
『
顧
客
か
ら
の
評
価
が

下
が
る
』
『
社
内
の
秩
序
・
風
紀
の

乱
れ
』
と
い
っ
た
こ
と
を
心
配
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
す
で
に

『
ク
ー
ル
・
ビ
ズ
』
を
進
め
て
い
る

企
業
で
は
、
む
し
ろ
『
社
員
の
士
気

や
業
務
効
率
が
上
が
っ
た
』
『
顧
客

の
評
価
が
良
く
な
っ
た
』
と
、
プ
ラ

ス
の
影
響
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

『
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
は
失
礼
』
と
い
う

意
識
よ
り
も
、
『
環
境
に
や
さ
し
い

取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
る
』
と
い

う
こ
と
で
、
外
部
か
ら
も
プ
ラ
ス
の

評
価
を
得
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
環
境
問
題
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
課
せ
ら
れ
た
身
近
な
問
題
で

す
。
そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
環
境

に
配
慮
し
た
行
動
を
心
が
け
、
実
践

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
夏
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
季
節
。
一
人
ひ
と

り
が
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
心
が

け
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
地
球
温
暖

化
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

28℃
 ↑
26℃

人工気候室内での体感温度実験



活
安
全
施
策
へ
協
力
す
る
こ
と
な
ど
の
役
割
を

求
め
て
い
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第
一
歩
と

し
て
、
市
は
、
青
色
防
犯
回
転
灯
を
装
備
し
た

パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
導
入
し
ま
し
た
。
昨
年
11
月

に
道
路
運
送
法
の
保
安
基
準
が
緩
和
さ
れ
、
地

域
防
犯
に
取
り
組
む
団
体
が
、
青
色
回
転
防
犯

灯
を
つ
け
た
車
両
で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
え
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
の
配
備
で
す
。

　
６
月
７
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
た
出
動
式
で

は
、
冨
山
省
三
市
長
が
「
市
は
、
11
万
４
千
市

民
が
、
よ
り
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
青
色
防
犯
回

転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
導
入
で
市
民
の
防
犯
意

識
を
高
め
、
市
民
と
警
察
や
市
な
ど
行
政
の
連

携
に
よ
る
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
約
20
万

円
を
か
け
て
塗
装
や
回
転
灯
、
無
線
な
ど
を
整

備
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
運
転
す
る
の
は
、
警
察
主

催
の
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
を
受
講
し
た

市
職
員
。
月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
１
日
約
２
時

間
、
市
内
を
巡
回
し
て
市
民
の
安
全
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
防
犯
や
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
防
犯
の
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必

要
で
す
。
市
民
と
行
政
が
力
を
あ
わ
せ
て
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
市
市
民
安
全
課
　
TEL
内
線
２
４
３

　■青色防犯回転灯パトロール車を配備

　　　
多
様
化
す
る
価
値
観
や
、
進
展
す
る
国
際

化
・
情
報
化
な
ど
、
日
々
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
続
け
る
現
代
社
会
。
社
会
の
変
化
に
と
も
な

い
、
近
年
、
全
国
的
に
犯
罪
件
数
が
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
市
は
、
防
犯
や
交
通
安
全
な

ど
を
専
門
に
担
当
す
る
市
民
安
全
課
を
設
置

し
、
『
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
』
を

施
行
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
市
と
市
民
、

事
業
者
（
市
内
で
事
業
を
営
む
人
や
法
人
、
団

体
）
、
土
地
・
建
物
の
所
有
者
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
地
域
の
犯
罪
や
災

害
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
安
全
に
対
す

る
意
識
を
高
め
、
自
主
的
な
安
全
活
動
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　
こ
の
『
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
』

で
は
、
市
の
役
割
と
し
て
、
市
民
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
や
市
民
な
ど
が
行
う
自
主
的
な
防

犯
・
防
災
活
動
へ
の
助
言
や
指
導
を
行
う
こ

と
、
防
犯
・
防
災
に
つ
い
て
の
広
報
や
啓
発
活

動
を
行
う
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
や
事
業
者
、
土
地
・
建
物
の
所

有
者
に
も
、
自
ら
安
全
の
た
め
に
必
要
な
処
置

を
と
る
こ
と
や
、
地
域
の
防
犯
活
動
を
推
進
し

事
故
防
止
に
努
め
る
こ
と
、
市
が
実
施
す
る
生

４青色防犯回転灯パトロール車



５ 市政メモ／日本脳炎予防接種を中止

■下條正雄さん（元下館市長）死去
しもほし や

　下條正雄元下館市長（83歳・下星谷）が
６月18日に逝去されました。
　故下條さんは、昭和34年に茨城県議会議
員に就任。県議会議長や環境保全茨城県民
会議の初代議長を務めるなど、県勢発展の
ために尽力されました。昭和47年に下館市
長に就任。『愛と夢と計画』を政治の基調
として、市の発展と住民福祉の向上に貢献
されました。生前のご偉業をたたえ、ご冥
福をお祈り申し上げます。

■地域の女性団体が統合

　筑西市地域女性団体連絡会（関根静子会
長）の設立総会が５月13日、県西生涯学習
センターで開かれました。同会は各地域の女
性団体が統合し発足。総会では、旧下館連合
婦人会会長から就任した関根会長が『それぞ
れが培った50年の歴史、伝統を大切にしな
がら会員の心をひとつに輝きを増した会活動
をしていきたい』とあいさつしました。

■筑西市誕生記念碑が建立

　下館シニアライオンズクラブは結成10周年
の記念事業として５月21日、筑西市の誕生を
記念する市名碑を市役所本庁の駐車場入り口
に建立。会員や市関係者など約30人が出席し

あきら

て除幕式を開きました。新井冏会長は『10周
年の節目に新市が誕生し、これを記念する立
派な市名碑を建立できた。今後も奉仕の精神
で活動を続け、市の発展に役立ちたい』と。

■人権擁護委員に大臣感謝状

　故堀川華子さん(茂田)に、法務大臣感謝状
が贈られました。故堀川さんは平成10年か
ら約７年間、人権擁護委員として活躍された
功績が認められての表彰です。生前のご偉業
をたたえ、ご冥福をお祈り申し上げます。

日本脳炎予防接種を中止
　山梨県内で中学生が日本脳炎の予防接種後に重い神経症状
（急性散在性脳脊髄炎）に陥るという事故が起こったことか
ら、国（厚生労働省）は、日本脳炎予防接種について慎重を期
するために積極的な接種勧奨を差し控えるべきとの勧告をしま
した。
　これを受けて、これまで小・中学校においての集団接種を
行ってきた日本脳炎予防接種について、本年度は中止すること
になりました。来年度以降については、今後の国からの勧告待
ちです。
　ただし、蚊に刺されやすい環境にある地域に旅行するなど、
日本脳炎に感染する恐れが高いことが予想され、保護者等が
『日本脳炎予防接種』についての内容を十分に理解したうえで
接種を希望される場合には、協力医療機関により個別に接種す
ることができます。

１．学校に、接種の希望を申し出て『予診票』の交付を受けて

　　ください。
２．事前に下記の接種協力医療機関に予約をしてください。
３．予約日に『同意書』と『予診票』を持参し、接種を受けて
　ください。16歳未満の人に対する個別接種については、保護
　者の同伴が必要です。
４．接種終了後は『予診票』を学校に提出してください。
　　＊詳しくは、市保健福祉部保健推進課（TEL 24-2267）
　　　へ問い合わせください。
　　

特別に日本脳炎予防接種を希望される場合

【下館地区】
遠藤産婦人科医院（20-1000）・大田医院（22-3914）・大圃クリニッ
ク（21-0123）・おにさわ小児科（28-8611）・加納内科胃腸科（24-
7365）・小松崎産婦人科医院（24-6327）・ごとうクリニック（23-
3215）・さとうクリニック（20-0310）・産婦人科篠崎医院（25-
0505）・山岳荘小松崎病院（24-2331）・すわクリニック（22-2069）・
田中医院（22-2606）・玉戸レディスクリニック（28-1500）・つくばク
リニック（28-1001）・玉野医院（28-0801）・野中医院（25-0155）・平
間産婦人科医院（22-3741）・ひろせ内科クリニック（25-5655）・宮田
病院（22-2440）・筑西市民病院（28-2261）

【関城地区】
飯田医院（37-6745）・大圃病院（37-3101）・河上医院（37-2460）・濱
名医院（37-6920）・山口医院（37-3777）

【明野地区】
明野中央医院（52-0026）・かくらいクリニック（52-6711）・原田医院
歯科内科（52-0057）・秀村医院（52-0077）・横瀬医院（52-0027）

【協和地区】
池田整形外科（57-2555）・落合医院（57-3011）・さんごうクリニッ
ク（57-5500）・仙波医院（57-2013）・にいはり診療所（57-7700）

接種協力医療機関名

集団での



川
�
真
裕
美
選
手
、
世
界
陸
上
へ

▲冨山市長に日本代表入りの報告をする川�選手

か
ど
い

　
川
�
真
裕
美
さ
ん
（
門
井
）
が
、
世
界
陸
上
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
（
開
催

＝
８
月
６
日
〜
14
日
）
女
子
競
歩
20

の
部
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
川
�
さ
ん
は
６
月
14
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
冨
山
市
長
に
世
界
陸
上

出
場
を
報
告
。「
ア
テ
ネ
五
輪
の
反
省
を
踏
ま
え
、
き
っ
ち
り
と
調
整
し

て
本
番
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。自
分
の
持
つ
日
本
記
録（
１
時
間
31

分
19
秒
）
の
更
新
が
目
標
で
す
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。
競
技
開
始
時

間
は
、８
月
７
日
午
前
10
時（
日
本
時
間
７
日
午
前
２
時
）の
予
定
で
す
。

　５月に埼玉県で開かれた『第７回国際
こばやしさち こ

バラとガーデニングショウ』で、小林幸子
もり そえ じま

さん（57歳・森添島）の切花部門の作品
が見事、大賞に輝きました。小林さんは、

のぶ

他の２部門でも最優秀賞を獲得。夫の宣
お

雄さんの作品４点も入賞しています。
「大賞に選ばれるなんて夢のよう。この日
のために大切に育てたので、嬉しいです。
今後は、故郷にちなんだ名前のバラを
作って、市内に広げていきたいですね」。

　５月15日、第４回茨城放送杯少年サッ
カー大会の決勝トーナメントが県立カシ
マサッカースタジアムで行われ、下館北
ＦＣジュニアが２年ぶり２度目の優勝。
参加48チームの頂点に輝きました。下館
北ＦＣジュニアは、中小学校と河間小学
校のサッカースポーツ少年団でつくる合

しば やま せい じ

同チーム。主将の柴山聖司くん（河間小６
年）は、「がんばれば必ず勝てると思って
戦いました。優勝できてうれしいです」。

国際バラとガーデニングショウ
小林さんが大賞を受賞下館北ＦＣジュニアが優勝

茨城放送杯少年サッカー大会

６まちの話題



おでかけガイド／わが家のアイドル７

１歳のお誕生おめでとう

広域情報

　7月16日(土)～8月21日(日)まで　
　月曜休館(7/18は開館、7/19は休館）
　茨城県つくば美術館〔つくば市TEL029(856)3711〕
　入場料＝一般380円　高大生280円　小中生180円

　7月2日(土)～8月28日(日)まで　
　月曜休館(7/18は開館、7/19は休館）
　茨城県陶芸美術館〔笠間市TEL0296(70)0011〕
　入場料＝一般300円　高大生250円　小中生150円

　7月22日(金)　午後6時30分開演
　茨城県立県民文化センター〔水戸市TEL029(241)1166〕
　入場料＝全席指定5,250円（当日券5,500円）

　7月21日(木)　午後7時開演
　下妻市民文化会館〔下妻市TEL0296(43)2118〕
　入場料＝一般3,000円　高校生以下2,000円

　7月31日(日)　午後5時開演
　茨城県立県民文化センター〔水戸市TEL029(241)1166〕
　入場料＝Ｓ席8,000円　Ａ席7,000円

　8月19日(金)　午後7時開演
　栃木県総合文化センター〔宇都宮市TEL028(643)1010〕
　入場料＝全席指定3,000円

　9月19日(祝)　午後5時開演
　栃木県総合文化センター〔宇都宮市TEL028(643)1010〕
　入場料＝一般2,500円　高校生以下1,000円

7月 1日生（二木成） 7月2日生（東石田） 7月3日生（二木成） 7月7日生（大町） 7月8日生（赤浜） 7月8日生（森添島）

7月22日生（玉戸）

7月8日生（深見）

7月18日生（市野辺）

7月 10日生（辻） 7月17日生（嘉家佐和） 7月 17日生（西方）7月14日生（一本松）

7月19日生（下野殿） 7月21日生（樋口）

7月17日生（下川島）

7月23日生（玉戸） 7月24日生（竹垣）

7月24日生（関本中） 7月 25日生（南町） 7月27日生（南町）

平成16年9月生まれのお子さんの写真を募集しています。写真裏面に、住所、氏名（ふりがな）、生年
月日、性別、電話番号、保護者氏名を記入し、7月29日までに市広報広聴課へ。応募多数の場合は抽選。

7月28日生（藤ヶ谷） 7月 28日生（直井） 7月31日生（榎生）



　　
３
月
、
下
館
市
・
関
城
町
・
明
野

町
・
協
和
町
が
合
併
し
た
。
さ
て
、

合
併
す
る
と
ど
ん
な
い
い
こ
と
が
あ

る
の
か
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
筑
西
市

建
設
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）
に
よ

る
と
、
効
率
的
に
都
市
機
能
を
充
実

で
き
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

さ
れ
、
財
政
基
盤
を
強
化
、
１
市
３

町
の
資
源
を
相
乗
的
に
生
か
せ
る
そ

う
だ
。
な
ん
だ
か
難
し
い
言
葉
ば
か

り
、
と
思
っ
て
い
た
４
月
。
広
報
紙

と
一
緒
に
、
３
０
０
円
の
特
別
優
待

券
が
付
い
た
、
し
も
だ
て
美
術
館
の

チ
ラ
シ
が
届
い
た
。
き
っ
と
今
ま
で

は
下
館
市
民
だ
け
に
配
ら
れ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
美
術
館
に
は
何
度
か

行
っ
た
が
、
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
な
る
ほ
ど
こ
れ

も
合
併
し
た
お
か
げ
か
。
こ
の
他
、

き
っ
と
私
が
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

も
、
今
ま
で
使
え
な
か
っ
た
施
設
が

使
え
た
り
と
、
合
併
の
効
果
が
あ
ら

わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
せ
っ
か
く

合
併
し
た
の
だ
か
ら
、
10
年
、
20
年

た
っ
て
も
、
合
併
し
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
ま
ち
を
つ
く
り
た
い

も
の
だ
。
　
　
　
　
（
匿
名
・
男
）

日ごろ暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。市広報広聴課へ。

筑
西
市
に
な
っ
て
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
良
か
っ
た
こ
と

６年生が描くわたしの夢、このまちの未来。

巨
人
の
工
藤
投
手
の
よ
う

な
、
み
ん
な
の
目
標
と
な

る
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
な
り
た

い
。
ご
み
の
な
い
、
き
れ

い
な
ま
ち
に
し
た
い
な
。

いの せ りょうすけ

猪瀬　亮佑

姉
妹
で
美
容
室
を
開
き
、

お
客
さ
ん
を
似
合
う
髪
型

に
し
て
あ
げ
た
い
な
。
住

ん
で
い
る
人
の
心
も
き
れ

い
な
ま
ち
を
作
り
た
い
。

お ざわ あや の

小澤　彩乃

メ
ジ
ャ
ー
で
も
活
躍
で
き

る
よ
う
な
プ
ロ
野
球
選
手

に
な
り
た
い
。
事
故
や
事

件
が
な
く
、
安
全
で
信
頼

で
き
る
ま
ち
に
し
た
い
。

うめ い よし あき

梅井　禎瑛

高
橋
尚
子
み
た
い
な
マ
ラ

ソ
ン
選
手
に
な
り
、
メ
ダ

ル
を
取
り
た
い
。
空
気
が

お
い
し
く
て
、
豊
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
に
し
た
い
。

ほり え ま い こ

堀江　真衣子

古
生
物
学
者
に
な
り
、
恐

竜
の
生
態
を
も
っ
と
明
ら

か
に
し
た
い
。
川
島
小
の

あ
い
さ
つ
運
動
を
筑
西
市

中
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

おお やま ひろ たか

大山　寛隆

お
客
さ
ん
か
ら
も
犬
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
ド
ッ
グ
ト

レ
ー
ナ
ー
に
な
り
た
い
。

自
然
い
っ
ぱ
い
で
、
緑
が

輝
く
ま
ち
に
し
た
い
な
。

た さき ひろ え

田崎　浩恵

お
菓
子
工
場
で
働
き
、
子

ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
お
菓
子

を
作
っ
て
あ
げ
た
い
。
安

全
に
暮
ら
せ
る
、
今
の
ま

ま
の
筑
西
市
が
い
い
な
。

しもじょう けん と

下条　健人

保
育
士
に
な
り
、
小
さ
い

子
に
楽
し
い
思
い
出
を
作

っ
て
あ
げ
た
い
。
誰
と
で

も
あ
い
さ
つ
を
交
わ
せ
る

楽
し
い
ま
ち
に
し
た
い
。

ふじ ぬま り か

藤沼　里佳

福
留
選
手
の
よ
う
に
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
の
う
ま
い
プ
ロ

野
球
選
手
に
な
り
た
い
。

事
故
が
な
く
、
安
全
で
住

み
良
い
ま
ち
に
し
た
い
。

よし はら けん た

吉原　憲太

ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
人
に
音
楽
を

聴
い
て
も
ら
い
た
い
。
筑

西
市
の
み
ん
な
と
仲
良
く

交
流
で
き
た
ら
い
い
な
。

かめ た あや か

亀田　彩香

８マイ・ドリーム／おたより



９ スナップ／人

に
い
は
り
は
い
じ

　
国
指
定
史
跡
に
な
っ
て
い
る
『
新
治
廃
寺
』

周
辺
が
荒
れ
て
い
る
の
に
心
を
痛
め
、
ホ
タ

ル
が
舞
う
昔
の
自
然
を
取
り
戻
そ
う
と
、
藤

田
積
善
さ
ん
（
84
歳
）
は
、
15
年
前
か
ら
ホ
タ

ル
の
里
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

 

「
私
た
ち
が
子
ど
も
の
頃
は
、
毎
晩
の
よ
う

に
夏
の
夜
空
に
ホ
タ
ル
の
舞
う
姿
を
目
の
あ

た
り
に
し
た
も
の
で
し
た
。
数
匹
捕
ま
え
て

か
ご

は
麦
ワ
ラ
で
作
っ
た
手
づ
く
り
の
籠
に
入
れ

か

や

て
家
の
中
に
持
ち
込
み
、
蚊
帳
の
中
で
楽
し

ん
だ
も
の
で
し
た
。
知
人
か
ら
譲
り
受
け
たふじ た かつ よし

ふるごおり藤田 積善さん（古郡）

　６月17日、明野武道館で、明
野公民館主催のヨガ講座（講師
＝大町美智子さん）を開催しま
した。集まった講座生45人は、
初めて体験するヨガに悪戦苦
闘。参加者のひとりは「ポーズ
をとるのは難しかったけれど、
リフレッシュできました」。

ホタルのエサとなるカワニナ（貝類）などの生育状況を観察する

く

じ

ら

ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
、
久
地
楽
の
『
ふ

よ
も
ぎ
だ

る
さ
と
の
森
自
然
公
園
』
周
辺
や
蓬
田
の
用

水
路
な
ど
に
放
流
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
７
年
前
に
初
め
て
ホ
タ
ル
が
見
つ

か
り
、
そ
の
後
も
毎
年
、
少
し
ず
つ
増
え
、

ホ
タ
ル
が
舞
う
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
依
頼
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
に
ホ

タ
ル
の
幼
虫
の
放
流
を
体
験
さ
せ
た
り
、
親

子
で
の
見
学
会
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
夜
空

に
ホ
タ
ル
の
舞
う
姿
を
初
め
て
見
た
子
ど
も

た
ち
は
大
喜
び
で
、
そ
の
時
の
子
ど
も
た
ち

の
感
激
す
る
姿
を
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ず
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
も
っ
と
多

く
の
子
ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ
て
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
無
数
の
光
が

舞
う
幻
想
的
な
光
景
を
、
今
に
再
現
し

た
い
と
夢
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
は
自
宅
敷
地
内
に
設
け
た

水
路
で
ホ
タ
ル
を
育
て
始
め
ま
し
た
。

羽
化
し
た
ホ
タ
ル
の
幼
虫
（
来
年
、
成

虫
に
な
る
）
は
７
月
中
旬
に
近
く
の
水

路
に
放
流
す
る
予
定
で
す
。

　
本
年
は
涼
し
い
夜
が
続
い
た
の
で
、

昨
年
幼
虫
を
放
流
し
た
ゲ
ン
ジ
ホ
タ
ル

が
見
ら
れ
る
の
は
７
月
初
旬
に
な
る
そ

う
で
す
。



『
リ
サ
イ
ク
ル
』
　
　
こ
の
言
葉
を
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
耳
に
し
な
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
が
家
の
息
子
た
ち
も
、
飲
み
終
え
た
ジ
ュ
ー
ス
や
お

茶
の
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ご
く
当
た
り
前
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
分
別

収
集
に
出
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
暮
ら
し
の
中
で
、
環
境
の
こ
と
を
考
え
、

少
し
で
も
物
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
と
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
あ
り
ま
す
。
『
不
用
品
活
用
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー
』
を
運
営
し

て
い
る
、
『
下
館
消
費
者
友
の
会
』
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
昭
和
49
年
、
子
孫
を
守
る
た
め
に
安
く
安
全

な
物
を
購
入
で
き
た
ら
と
願
う
仲
間
た
ち
が
集

い
、
『
下
館
消
費
者
友
の
会
』
を
設
立
。
食
品

添
加
物
を
使
わ
な
い
味
噌
や
醤
油
、
粉
石
け
ん

な
ど
の
共
同
購
入
を
始
め
ま
し
た
。
数
多
く
の

情
報
を
得
る
た
め
、
自
分
た
ち
の
足
で
歩
き
、

学
び
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
活
動

の
基
盤
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
こ
ろ
か
ら
す
で
に
仲
間
た
ち
の
間
で
、

物
を
大
切
に
し
よ
う
と
、
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
や
ベ

ビ
ー
用
品
な
ど
、
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
譲
り

合
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
市
民
の
方
に

も
広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
行
政

の
協
力
を
得
て
、
昭
和
58
年
２
月
、
『
不
用
品

活
用
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し

ま
し
た
。
今
回
、
取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
会
長
の
磯
野
冨
美
子
さ
ん
、
副
会
長
の
新
山

邦
子
さ
ん
、
松
本
君
子
さ
ん
の
３
人
を
中
心
に

現
在
、
45
人
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

『
下
館
消
費
者
友
の
会
』
で
は
、
毎
週
月
曜
日

と
水
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、

『
不
用
品
活
用
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
セ
ン
タ
ー
』

（
市
役
所
庁
舎
東
側
　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

内
　
TEL
24
＿
２
１
１
１
内
線
２
９
２
）
で
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
希
望
者
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

し
、
譲
り
た
い
物
と
そ
の
値
段
、
ま
た
は
譲
っ

て
ほ
し
い
物
を
登
録
し
ま
す
。
そ
し
て
、
『
下

館
消
費
者
友
の
会
』
の
方
が
仲
介
役
と
な
っ

て
、
譲
り
た
い
方
と
譲
っ
て
ほ
し
い
方
と
の
間

で
交
渉
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
譲
り
た
い
物
と
譲
っ
て
ほ
し
い
物
の
情
報

は
、
毎
月
発
行
の
『
広
報
筑
西
ピ
ー
プ
ル
』

に
、
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
広
報
紙
が
発
行
さ
れ
る
月
初
め
に
は
、

問
い
合
わ
せ
や
申
し
込
み
の
電
話
が
非
常
に
多

く
な
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
引
っ
越
し
な

ど
で
多
数
の
不
用
品
が
あ
る
場
合
は
、
早
め
に

登
録
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

10



11

を
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
る
な
ど
、
活
動
の

場
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
磯
野
会
長
さ
ん
。
そ
こ
に

は
、
並
々
な
ら
ぬ
陰
で
の
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
10
数
年
も
前
か
ら
時
代
の
流
れ
を
見
据
え
、

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
こ
ら
れ
た
『
下
館
消
費
者
友

の
会
』
の
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
と
、
「
私
た
ち

　
昨
年
度
の
不
用
品
活
用
の
成
立
件
数
は
１
２

１
件
。
利
用
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

３
月
に
合
併
し
、
筑
西
市
と
な
っ
て
か
ら
は
、

旧
下
館
市
以
外
の
人
か
ら
の
電
話
も
多
く
な

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
輪
は
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
情
報
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
る
不
用
品
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
テ
ー
ブ
ル
、
制
服
か
ら
ふ
と
ん
乾

燥
機
ま
で
様
々
で
す
。
そ
の
中
で
最
も
多
い
の

が
、
使
用
期
間
が
比
較
的
短
い
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
の
ベ
ビ
ー
用
品

で
す
。
愛
着
を
持
っ
て
使
用
さ
れ
た
品
が
多
い

の
で
状
態
も
良
く
、
一
度
譲
っ
て
も
ら
っ
た
方

が
、
ま
た
登
録
し
て
次
の
方
に
譲
り
、
３
回
リ

サ
イ
ク
ル
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
利
用
し
た
方
か
ら
は
、
「
譲
っ
て
い
た
だ
い

た
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
を
、
孫
が
大
変
気
に
入
っ

て
使
っ
て
い
ま
す
。
利
用
し
て
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
」
「
貴
重
な
ス
テ
レ
オ
を
譲
っ
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
も
私

の
部
屋
で
素
敵
な
音
を
出
し
て
お
り
ま
す
」
な

ど
と
、
感
謝
の
嬉
し
い
声
も
届
い
て
い
ま
す
。

「
私
一
人
の
力
で
は
、
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に

協
力
し
て
く
だ
さ
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
い
る
か

ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
に

加
え
、
今
後
は
、
皆
さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
品
物

は
、
捨
て
て
し
ま
え
ば
た
だ
の
ゴ
ミ

と
な
っ
て
し
ま
う
物
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
だ

け
で
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
３
人

の
謙
虚
な
言
葉
に
、
た
だ
た
だ
頭
の

下
が
る
思
い
で
し
た
。

　
取
材
中
に
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
ベ
ビ
ー
バ
ス
な
ど
も
新
品
同
様

で
、
大
切
に
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

伺
わ
れ
、
驚
き
ま
し
た
。
使
い
捨
て

が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
え

る
現
代
社
会
で
す
が
、
常
に
『
リ
サ

イ
ク
ル
』
を
念
頭
に
物
を
使
用
し
て

い
る
方
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
、
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
家
庭
で
不
用
品
が
あ
れ

ば
、
『
不
用
品
活
用
リ
サ
イ
ク
ル
情

報
セ
ン
タ
ー
』
を
利
用
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
金
さ
え
出
せ

ば
新
し
い
も
の
が
す
ぐ
手
に
入
る
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
物
を
大
切
に
使
う

『
リ
サ
イ
ク
ル
』
に
つ
い
て
考
え
る

良
い
機
会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼

引
っ
越
し
て
し
ま
う
人
な
ど
か
ら
提
供

さ
れ
た
、
ベ
ビ
ー
バ
ス
や
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー

ト
。
と
て
も
き
れ
い
な
状
態
で
、
ま
だ
ま

だ
使
え
る
も
の
ば
か
り
。
物
を
大
切
に
す

る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
証
拠
で
す
ね
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



　　　本
年
か
ら
敬
老
会
は
行
い
ま
せ
ん

　
高
齢
者
人
口
の
急
増
な
ど
に
伴
い
対
応
が

困
難
な
た
め
、
一
堂
に
会
し
て
の
『
敬
老
会
』

は
開
催
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

敬
老
祝
品
・
褒
状
は
、
ご
自
宅
等
へ
お
届
け

し
ま
す

▼
敬
老
祝
品
＝
70
歳
以
上
の
人
（
88
歳
及
び

１
０
０
歳
以
上
を
除
く
）　
１，
０
０
０
円
相

当
の
敬
老
金
券
　
▼
長
寿
者
褒
賞
＝

88
歳

（
米
寿
）の
人
　
褒
状
及
び
３，
０
０
０
円
相

当
の
敬
老
金
券
　

１
０
０
歳
以
上
の
人
　

褒
状
及
び
２
０，
０
０
０
円
相
当
の
敬
老
金

券
　
＊
祝
品
の
敬
老
金
券
の
有
効
期
間
は
、

平
成
18
年
１
月
31
日
ま
で
で
す
。
＊
敬
老
金

券
は
、
市
内
の
取
扱
店
で
金
券
と
し
て
使
用

で
き
る
も
の
で
す
。（
取
扱
店
に
つ
い
て
は
、

金
券
発
送
時
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
　

　
市
高
齢
福
祉
課
　
内
線
２
２
１
・
２
１
８

　
私
立
幼
稚
園
に
在
園
す
る
３
歳
・
４
歳
・
５

歳
の
子
ど
も
の
家
庭
の
所
得
に
応
じ
て
、
子

ど
も
が
通
園
し
て
い
る
幼
稚
園
に
就
園
奨
励

費
を
補
助
し
ま
す
。
こ
の
補
助
額
が
保
護
者

か
ら
幼
稚
園
に
支
払
わ
れ
る
就
園
費
用
か
ら

免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
申
し
込
み
＝
市
外
の
幼
稚
園
に
在
園
し
て

い
る
場
合
は
、
７
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
幼
稚

園
を
通
し
て
学
務
課
へ
（
市
内
の
私
立
幼
稚

園
は
受
付
終
了
）

■
問
い
合
わ
せ
　
市
学
務
課
学
校
教
育
係
　

　
TEL
22－
０
１
８
１

▼
対
象
＝

第
６
回
特
別
弔
慰
金
の
受
給
者

（
又
は
そ
の
戦
没
者
の
遺
族
）　

第
７
回
特

別
弔
慰
金
の
受
給
者
（
又
は
そ
の
戦
没
者
の

遺
族
）　

平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で
に
戦
没

者
の
年
金
を
受
け
て
い
た
人
が
亡
く
な
っ
た

戦
没
者
の
遺
族
　
▼
支
給
金
額
＝
40
万
円

（
10
年
償
還
）　
▼
申
し
込
み
＝
平
成
20
年
３

月
31
日
ま
で
に
市
社
会
福
祉
課
へ

■
問
い
合
わ
せ
　

　
市
社
会
福
祉
課
管
理
係
　
内
線
２
５
４

　
実
弾
を
使
用
し
た
野
鳥
の
捕
獲
を
行
い
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　

【
女
方
・
小
川
・
下
川
島
・
布
川
地
内
】

▼
日
時
＝
７
月
24
日
・
31
日
・
８
月
７
日
・
21

日
・
28
日
・
９
月
４
日
の
各
日
曜
日
　
▼
時
間

午
前
５
時
30
分
〜
７
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
　

　
市
農
政
課
　
　
内
線
７
１
２
１

【
関
城
地
区
全
域
】

▼
日
時
＝
７
月
16
日
〜
９
月
11
日
の
期
間
の

各
土
曜
日
・
日
曜
日
（
盆
中
は
除
く
）　
午
前

５
時
30
分
〜
７
時
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
　

　
関
城
支
所
経
済
課
　
　
内
線
３
７
１

▼
日
時
＝
７
月
22
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

（
時
間
厳
守
）　
▼
場
所
＝
市
立
下
館
総
合
体

育
館
研
修
室
　
▼
内
容
＝
８
・
９
月
の
日
程

調
整
な
ど
　
▼
持
参
品
＝
筆
記
具
・
代
表
者

印
・
登
録
申
請
書

■
問
い
合
わ
せ

　
市
立
下
館
総
合
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
TEL
28－
５
０
４
０

　
旧
下
館
市
内
で
使
用
期
限（
検
定
満
期
）
に

な
っ
た
量
水
器
を
交
換
し
ま
す
。
該
当
す
る

家
庭
や
事
務
所
に
、
市
が
指
定
す
る
業
者
が

訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
７
月
12
日
（
火
）
〜
21
日
（
木
）　

■
問
い
合
わ
せ
　
市
水
道
部
水
道
業
務
課
　

業
務
係
　
内
線
４
０
５

　　
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
の

更
正
へ
の
理
解
を
深
め
、
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
法
務
省

で
は
非
行
防
止
を
目
的
に
、７
月
を
『
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
』と
し
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
28
日
（
木
）　
午
後
３
時
〜
４

時
30
分
　
▼
場
所
＝
ス
ピ
カ
前

■
問
い
合
わ
せ

　
西
地
区
保
護
司
会
筑
西
班
　
市
村

　
TEL
22－

５
６
８
９

▼
日
時
＝
７
月
22
日
（
金
）　
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
　
▼
筑
西
市
下
中
山
７
３
２－

１
　
市
民
会
館
（
特
設
献
血
会
場
）　
▼
対
象

＝
18
歳
〜
50
歳
ま
で
の
健
康
な
人
　
▼
そ
の

他
＝
原
則
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
が
、

当
日
の
登
録
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
筑
西
保
健
所
衛
生
課

　
TEL
24－

３
９
１
１



護
者
　
▼
活
動
日
＝
毎
月
第
３
火
曜
日
　

▼
入
会
費
＝
１，
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
　
協
和
ふ
れ
あ
い
母
親
ク
ラ

　
ブ
代
表
　
鈴
木
京
子
　
TEL
57－

９
６
８
０

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
０
〜
４
歳
未
満

（
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
）
の
未
就
園
児
と

保
護
者
　
▼
募
集
開
始
＝
７
月
１
日
〜
　

▼
月
会
費
＝
３
０
０
円
（
０
歳
児
は
１
０
０

円
）
▼
保
険
料
＝
子
ど
も
５
０
０
円
　
保
護

者
１，
０
０
０
円（
年
額
）　
▼
７
月
の
予
定

＝
た
な
ば
た
会
（
７
日
）　

＊
そ
の
他
年
齢
に
よ
り
ク
ラ
ス
別
に
月
３
回

の
広
場
を
開
催
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
明
野
支
所
福
祉
　

　
課
（
あ
け
の
元
気
館
内
）
へ

　
TEL
52－

５
２
５
２
　
内
線
１
１
３

▼
河
川
敷
に
花
畑
を
つ
く
っ
て
花
を
育
て
た

り
、
空
き
缶
を
拾
っ
た
り
し
て
鬼
怒
川
の
自

然
を
守
る

▼
鬼
怒
川
に
親
し
み
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い

を
創
造
す
る

▼
先
進
地
見
学
会
や
学
習
交
流
会
な
ど
を
行

い
、
楽
し
く
理
解
を
深
め
る

　
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
活
動
に
賛
同
し
て
参

加
で
き
る
人
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み

　
鬼
怒
川
を
愛
す
る
会
　

　
中
澤
　
TEL
28－

２
２
０
１
　

13

　
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
合
わ
せ
、

８
月
24
日（
水
）
よ
り
快
速
列
車
の
運
行
を
開

始
し
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
運
転
を
７
月
９
日

（
土
）
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
踏
切
通
過
の
際

に
は
、
一
層
の
安
全
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
関
東
鉄
道
株
式
会
社
　

　
TEL
０
２
９－

８
２
２－

３
７
１
８

▼
日
時
＝
７
月
31
日
（
日
）　
午
後
３
時
〜

▼
場
所
＝
市
民
会
館
　
▼
入
場
＝
無
料
　
▼
講

師
＝
元
常
総
学
院
野
球
部
監
督
　
木
内
幸
男
氏

■
問
い
合
わ
せ

　
同
友
ク
ラ
ブ
　
柴
崎
　
TEL
25－

３
３
０
０

　　
日
本
下
水
道
協
会
茨
城
県
支
部
『
平
成
17

年
度
排
水
設
備
主
任
技
術
者
資
格
試
験
』
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
　

▼
講
習
会
＝
９
月
14
日
（
水
）　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
試
験
＝
10
月
18
日
（
火
）　
午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分
　

▼
場
所
＝
三
の
丸
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル
　

▼
受
講
料
＝
２，
０
０
０
円
　
▼
受
験
料
＝

２，
０
０
０
円
　

▼
申
し
込
み
期
限
＝
８
月
９
日
（
火
）　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
業
課
業
務
係
　
内
線
４
２
０
　

　
法
律
・
人
権
・
行
政
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
費
用
＝
無
料
　
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
人

【
法
律
相
談
】　

▼
日
時
＝
７
月
21
日
（
木
）　
午
後
１
時
〜

▼
場
所
＝
市
民
会
館
１
階
会
議
室
　

▼
相
談
人
数
＝
先
着
８
人
　
▼
相
談
員
＝
弁

護
士
　
▼
申
し
込
み
＝
事
前
予
約
要  

７
月

11
日
（
月
）
の
午
前
９
時
か
ら
市
広
報
広
聴

課
広
聴
係
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
人
権
相
談
】

▼
日
時
・
会
場
＝
７
月
21
日
（
木
）
午
後
１
時

〜
午
後
３
時
　
市
民
会
館
１
階
会
議
室
／

７
月
４
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
正
午
　
明
野

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
▼
相
談
員
＝
人
権
擁

護
委
員
（
法
務
大
臣
委
嘱
）

【
行
政
相
談
】

▼
日
時
・
会
場
＝
７
月
21
日
（
木
）
午
後
１
時

〜
午
後
３
時 

市
民
会
館
１
階
会
議
室
／
７
月

４
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
正
午 
明
野
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
／
７
月
６
日
（
水
）
午
前
10
時

〜
正
午 

協
和
公
民
館
総
合
ホ
ー
ル 

▼
相
談

員
＝
行
政
相
談
委
員
（
総
務
大
臣
委
嘱
）

＊
人
権
・
行
政
相
談
の
事
前
申
し
込
み
不
要
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
広
報
広
聴
課
広
聴
係

　
内
線
２
０
０
・
２
０
１
　
　

▼
日
時
＝
７
月
20
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後

３
時
　
▼
会
場
＝
常
陽
銀
行
下
館
支
店

■
問
い
合
わ
せ
　

　
常
陽
銀
行
下
館
支
店
　
TEL
22－

３
１
３
１

　
市
で
は
、
敬
老
の
証
と
し
て
の
記
念
品
、ま

た
、
長
寿
の
祝
品
と
し
て
『
敬
老
金
券
』
を
発

行
し
ま
す
。
こ
の
敬
老
金
券
で
物
品
の
販
売
、

貸
与
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
を
行

う
取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
＝
７
月
19
日（
火
）〜
29
日（
金
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）　
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
　
▼
申
込
先
＝
市
保
健
福
祉
部
高
齢
福

祉
課
及
び
各
支
所
福
祉
課
　
▼
応
募
対
象
＝

市
内
で
、
小
売
業
、
飲
食
業
、
洗
濯
・
理
容
・

美
容
・
旅
館
・
医
療
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
、
運

輸
、
通
信
、
旅
行
業
な
ど
を
営
む
事
業
者

＊
取
扱
店
の
登
録
を
し
な
い
事
業
者
は
、
敬

老
金
券
を
取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

＊
商
店
会
、
組
合
等
の
団
体
で
の
申
し
込
み

も
で
き
ま
す
。
加
入
団
体
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
　
＊
旧
下
館
市
で
登
録
し
た
事
業

所
に
つ
い
て
も
、
再
度
登
録
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

市
保
健
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
　    

　 

内
線
２
１
８

関
城
支
所
福
祉
課 

TEL 

37－

６
１
１
１ 

内
線
３
５
４

明
野
支
所
福
祉
課 

TEL 

52－

５
２
５
２ 

内
線
１
１
１

協
和
支
所
福
祉
課 

TEL 

57－

２
５
１
１ 

内
線
２
２
２

　
親
子
の
交
流
活
動
、
児
童
の
健
全
育
成
の

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
入
会
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
＝
協
和
地
区
在
住
の
子
を
持
つ
保
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　▼
講
座
名
＝
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座
（
初
級
）

▼
日
時
＝
７
月
23
日（
土
）〜
９
月
３
日（
土
）

の
毎
週
土
曜
日
　
但
し
、
８
月
13
日
（
土
）
は

除
く
　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分
　
▼
内

容
＝
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
入
門
　
▼

講
師
＝
鬼
怒
商
業
教
員
　
▼
募
集
人
員
＝
40

名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）　
▼

申
込
締
切
＝
７
月
22
日
（
金
）　
▼
参
加
費
用

＝
無
料
　

■
問
い
合
わ
せ
　

　
県
立
鬼
怒
商
業
高
等
学
校
　

　
松
本
信
男
、
倉
持
隆
二

　
TEL
32－

３
３
２
２

▼
７
月
28
日
（
木
）

大
み
こ
し
渡
御
＝
羽
黒
神
社
（
午
後
６
時
）

〜
駅
前
通
り
〜
御
仮
殿
（
10
時
）

▼
７
月
29
日
（
金
）　

大
み
こ
し
渡
御
＝
御
仮
殿
（
午
後
６
時
）
〜

大
町
〜
駅
前
通
り
〜
御
仮
殿
（
10
時
）

子
ど
も
み
こ
し
連
合
渡
御
＝
し
も
だ
て
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
（
午
後
６
時
30
分
）
〜
大
町

〜
駅
北
口
〜
稲
荷
町
〜
田
町
（
解
散
）

▼
７
月
30
日
（
土
）　

大
み
こ
し
渡
御
『
わ
っ
し
ょ
い
カ
ー
ニ
バ
ル
』

＝
御
仮
殿
（
午
後
６
時
）
〜
御
仮
殿
（
10
時
）

子
ど
も
み
こ
し
連
合
渡
御
＝
稲
荷
町
〜
駅
北

口
〜
大
町
〜
羽
黒
神
社
（
お
宮
入
り
・
午
後

７
時
30
分
）

▼
７
月
31
日
（
日
）　

大
み
こ
し
渡
御
＝
御
仮
殿（
午
前
６
時
）〜
稲

荷
町
〜
田
町
〜
金
井
町
〜
勤
行
川
〜
（
川
渡

御
・
７
時
〜
８
時
）〜
金
井
町
〜
田
町
〜
稲
荷

町
〜
駅
北
口
〜
大
町
〜
羽
黒
神
社
（
お
宮
入

り
・
９
時
〜
）

　
祇
園
ま
つ
り
大
み
こ
し
渡
御
の
中
心
と

な
っ
て
活
動
す
る
明
治
28
年
結
成
の
団
体
で

す
。
ど
な
た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。
会
員

に
な
っ
て
勇
壮
な
下
館
祇
園
ま
つ
り
を
盛
上

げ
ま
し
ょ
う
。

■
申
し
込
み
＝
坂
入

　
TEL
０
９
０－

３
３
４
７－

７
６
６
１
　

　
大
み
こ
し
渡
御
の
半
て
ん
を
統
一
し
ま

す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
伊
達
組
み
で
半
て

ん
を
貸
し
出
し
ま
す
。
引
換
券
を
交
付
し
ま

す
の
で
直
接
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

▼
引
換
券
交
付
日
＝
７
月
20
日
（
水
）　
午

前
９
時
〜
正
午
（
先
着
順
）　
▼
場
所
＝
羽

黒
神
社
伊
達
組
事
務
所
　
▼
貸
出
料
＝
１
枚

に
つ
き
１，
０
０
０
円
（
紛
失
又
は
破
損
の

場
合
は
実
費
）

■
問
い
合
わ
せ

坂
入
　
TEL
０
９
０－

３
３
４
７－

７
６
６
１

大
木
　
TEL
０
９
０－

３
２
４
４－

８
５
９
６

　
祇
園
ま
つ
り
の
連
合
渡
御
『
女
子
み
こ

し
』
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
＝
玉
依
会
・
島
田

　
TEL
０
９
０－

４
９
３
８－

６
１
３
６
　

　
祭
ば
や
し
（
祇
園
ば
や
し
）
を
習
い
た
い

人
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
７
月
８
日
（
金
）・
12
日
（
火
）・
13

日
（
水
）・
17
日
（
日
）・
20
日
（
水
）・
23
日

（
土
）　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
　
▼
場
所
＝

羽
黒
神
社
境
内
　
▼
参
加
費
＝
無
料
　

■
問
い
合
わ
せ
＝
白
井

　
TEL
０
９
０－

３
２
４
６－

１
９
０
５

　
TEL
０
９
０－

４
５
４
０－

２
３
８
４

▼
費
用
＝
６，
０
０
０
円
（
４
号
玉
）
〜

▼
申
し
込
み
＝
７
月
７
日
（
木
）
ま
で
に
費

用
を
添
え
て
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
　

　
川
島
花
火
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
日

　
立
化
成
工
業
株
式
会
社
下
館
事
業
所
庶
務

　
グ
ル
ー
プ
　
渡
辺
）

　
TEL
20－

２
２
８
３
　

　
本
年
の
下
館
の
夏
の
四
大
ま
つ
り
（
祇
園

ま
つ
り
・
灯
ろ
う
流
し
・
川
島
花
火
大
会
・
盆

踊
り
）
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

▼
規
格
＝
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
つ
切
・
１
人

２
点
ま
で
未
発
表
の
も
の
・
額
不
要
・
ワ
イ

ド
不
可
　
▼
申
し
込
み
＝
９
月
１
日
（
木
）

〜
８
日
（
木
）
ま
で
、
市
観
光
協
会
事
務
局

備
え
付
け
の
応
募
票
を
写
真
の
裏
面
に
貼
り

市
観
光
協
会
事
務
局
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
　

　
市
観
光
協
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
）

　
TEL
20－

１
１
６
０
　

▼
期
日
＝
８
月
５
日
（
金
）　
▼
行
き
先
＝

戦
場
ヶ
原
（
栃
木
県
）　
▼
対
象
＝
下
館
地

区
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生
　
▼
募
集
人
数

＝
先
着
25
名
　
▼
費
用
＝
５
０
０
円
　
▼
申

し
込
み
＝
７
月
11
日
（
月
）
〜
　
参
加
費
を

添
え
て
、
市
生
活
環
境
課
へ
　
▼
主
催
＝
ク

リ
ー
ン
下
館
地
区
推
進
委
員
会
　

■
問
い
合
わ
せ
　

　
市
生
活
環
境
課
　
内
線
２
６
０
・
２
６
５

　▼
日
時
＝
７
月
28
日
（
木
）　
午
前
10
時
30

分
〜
　
▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園
　
▼
対
象

＝
０
歳
〜
４
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者
　
▼
内

容
＝
絵
本
『
こ
ぐ
ま
ち
ゃ
ん
の
み
ず
あ
そ

び
』『
ふ
し
ぎ
な
み
ず
あ
び
』

■
問
い
合
わ
せ
　
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
栗
原
　
TEL
24－

８
０
７
０
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▼
日
時
＝
７
月
14
日
（
木
）　
午
前
10
時
30

分
▼
場
所
＝
た
か
の
す
公
園
　
＊
雨
天
時
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
児
童
館
『
河
童
』　
▼
対
象
＝
未

就
学
児
と
保
護
者
　
▼
内
容
＝
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
リ
ズ
ム
体
操
、
ゲ
ー
ム
他

■
問
い
合
わ
せ
　
未
来
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
栗
原
　
TEL
24－

８
０
７
０

▼
日
程
・
テ
ー
マ
＝

８
月
３
日
（
水
）
ス
タ

ン
プ
あ
そ
び
　

８
月
10
日
（
水
）に
こ
に
こ

シ
ー
ワ
ー
ル
ド
　

８
月
24
日
（
水
）み
え
た

み
え
た
　
▼
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
　
▼
募
集
人
数
＝
先
着
各
30
組
　
▼
費

用
＝
無
料
　
▼
申
し
込
み
＝
７
月
15
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
電
話
ま
た
は
直
接
、
下
館
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
の

は
、
市
内
在
住
の
０
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の
子

ど
も
と
保
護
者
で
す
。
初
め
て
利
用
す
る
人

は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
下
館
子
育
て
支
援
セ
ン

　
タ
ー
　
TEL
25－

３
１
４
１

▼
日
時
＝
７
月
16
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
　

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

▼
内
容
＝
絵
本
『
ぽ
わ
ん
ぽ
わ
ー
ん
』、『
わ
ら

わ
な
い
お
ひ
め
さ
ま
』、
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ

　
野
ば
ら
の
会
　
小
薬
　
TEL
22－

４
３
６
９

　▼
だ
い
こ
ん
＝
山
本
一
力
　
90
分
７
本
　
▼

小
判
商
人
（
御
宿
か
わ
せ
み
）
＝
平
岩
弓
枝

90
分
５
本
　
▼
喜
知
次
＝
乙
川
優
三
郎
　
90

分
６
本
　
▼
テ
ー
プ
は
市
総
合
福
祉
セ
ン
ー

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
　
▼
無
料

７
月
10
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
　

▼
内
容
＝
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
『
む
す
め
さ
ん

の
お
く
り
も
の
』、
絵
本
『
き
ん
ぎ
ょ
の
か
い

す
い
よ
く
』、
ほ
か

７
月
24
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

▼
内
容
＝
絵
本
『
く
じ
ら
の
ク
ー
は
く
い
し

ん
ぼ
』、
絵
本
『
11
ぴ
き
の
ね
こ
』、
ほ
か

＊
両
日
と
も
折
り
紙
教
室

▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　
読
み
聞
か
せ
『
あ
す
な
ろ
の
会
』

　
中
金
　
TEL
25－

０
０
２
８

▼
日
時
＝
７
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
　
▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

▼
内
容
＝
絵
本
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
あ
り
が

と
う
』、
紙
芝
居
『
か
わ
い
い
や
や
ぎ
さ
ん
の

お
ひ
げ
』
ほ
か

■
問
い
合
わ
せ
　

　
読
み
聞
か
せ
の
会
　
て
る
て
姫

　
飯
山
　
TEL
57－

６
７
８
２

▼
日
時
＝
７
月
20
日
（
水
）　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
和
室
　

▼
テ
ー
マ
＝
お
母
さ
ん
子
ど
も
の
心
が
見
え

ま
す
か
　
▼
講
師
＝
平
石
喜
美
子
　
▼
入
場

無
料
・
託
児
あ
り

■
問
い
合
わ
せ
　
平
石
　
TEL
24－

７
７
９
７

▼
日
時
＝
７
月
17
日
（
日
）
午
後
４
時
〜
８

時
▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
ま
ち
か
ど
広
場
　

▼
内
容
＝
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
（
西

条
慶
子
友
情
出
演
午
後
６
時
〜
、
当
日
サ
イ

ン
会
も
あ
り
ま
す
）、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

産
直
青
空
市
（
新
鮮
朝
採
り
野
菜
な
ど
の
販

売
）、
そ
の
他
に
も
輪
投
げ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ

ん
　
▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
＝
１
人
１

区
画
（
３
ｍ
×
２
ｍ
、
出
店
料
無
料
）。
申
し

込
み
は
、
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
に
電
話
で

平
沢
（
TEL
24－

６
０
０
０
）
へ

■
問
い
合
わ
せ
　
市
商
工
観
光
課
商
工
係
　

　
TEL
20－

１
１
６
０

▼
期
日
＝
７
月
30
日
（
土
）
〜
31
日
（
日
）
１

泊
２
日
　
▼
集
合
場
所
＝
関
城
体
育
館
北
側

駐
車
場
７
時
〜
県
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
７

時
20
分
　
▼
日
程
＝
１
日
目
・
福
島
県
下
郷

町
大
内
宿
〜
中
山
大
け
や
き
〜
花
の
郷
三
採

館
〜
湯
野
上
温
泉
駅
（
民
宿
泊
）
／
２
日
目
・

塔
の
へ
つ
り
〜
観
音
沼
公
園
〜
帰
路
（
歩
行

距
離
は
体
調
に
合
わ
せ
て
調
整
可
）　
▼
参

加
費
用
＝
１
３，
０
０
０
円
　
▼
募
集
人
員

＝
40
名
（
先
着
順
）　
▼
申
し
込
み
＝
事
前

予
約
要
　
７
月
15
日
（
金
）
ま
で
　

■
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　
関
城
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　
鳥
生
厚
夫
　
TEL
20－

３
３
８
６

▼
対
象
者
＝
40
歳
以
上
（
昭
和
41
年
３
月
31

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
の
旧
下
館
地
域
に

住
民
登
録
が
あ
る
人
　
但
し
、ロ
ー
ズ
・
さ
く

ら
健
診
受
診
者
・
職
場
等
で
健
診
を
受
診
す

る
機
会
の
あ
る
人
は
除
く
。
　
▼
内
容
＝
循

環
器
検
診
・
結
核
・
肺
が
ん
検
診
・
胃
が
ん
検

診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診
（
男

性
の
み
）　
▼
料
金
＝
当
日
会
場
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
循
環
器
検
診
＝
５
０
０
円
、　
胃

が
ん
検
診
＝
９
０
０
円
、
大
腸
が
ん
検
診
＝

３
０
０
円
、
前
立
腺
が
ん
検
診
＝
５
０
０
円

▼
健
診
日
＝
８
月
24
日（
水
）、９
月
２
日（
金
）

▼
会
場
＝
下
館
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み

　
７
月
11
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）
ま
で
に
下

館
保
健
セ
ン
タ
ー
（
TEL
24－

２
２
６
６
）
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。納税に便利な口座振替をご利

用ください。手続きは、金融
機関の届出印を持参のうえ、
市収税課または市内の金融機
関・郵便局へ。

■問い合わせ　
市収税課管理係　TEL内線４４４
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

初夏になると白い花を咲かせる夏椿。別名、
沙羅の木（シャラノキ）とも呼ばれています。

　
明
野
公
民
館
の
ヨ
ガ
講
座
を
取
材
し

ま
し
た
。
今
年
度
同
館
で
は
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
や
韓
国
語
な
ど
８
講
座
を
開

講
。
ヨ
ガ
講
座
は
特
に
人
気
が
高
く
、

20
歳
代
か
ら
70
歳
代
ま
で
、
45
人
が
受

講
中
で
す
。
全
10
回
の
講
座
が
終
了
す

る
11
月
に
は
、
皆
さ
ん
き
っ
と
ヨ
ガ
の

達
人
に
な
っ
て
い
る
…
か
な
。
（
∞
）

編

集

後

記

　
ホ
タ
ル
は
一
度
に
５
０
０
か
ら
１
０

０
０
個
の
卵
を
産
む
。
で
も
、
羽
化
し

無
事
に
成
虫
に
な
れ
る
の
は
わ
ず
か
数

匹
と
か
。
種
の
保
存
を
自
然
摂
理
に
ま

せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
人
間
社
会
の
少

子
化
は
、
人
間
の
意
思
で
変
え
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
１
０
０
年
後
に
は
人

口
が
約
半
分
に
な
る
と
い
う
。
（
も
）

　
プ
ロ
も
集
ま
る
大
会
で
見
事
、
頂
点

に
立
っ
た
小
林
さ
ん
。
で
も
「
バ
ラ
作

り
は
あ
く
ま
で
趣
味
」
と
か
。
「
生
活

の
中
に
花
を
取
り
入
れ
る
の
は
素
敵
な

こ
と
。
そ
の
楽
し
さ
を
地
域
の
皆
さ
ん

に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と

笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
、
そ
ん
な
小
林

さ
ん
が
素
敵
に
見
え
ま
し
た
。
（
＠
）

●
芸
能
発
表
　
７
月
28
日
（
木
）
〜
30
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
９
時
　
ア
ル
テ
リ
オ
前

●
神
輿
渡
御
　
７
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分
　
駅
前
通
り

祇
園
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
て
開
催
。
２
基
の
大
神
輿
と
姫
神
輿
に
、
下
館
地
域
か
ら
川
島
と
柳

町
の
神
輿
、
関
城
地
域
か
ら
関
本
神
輿
会
と
中
町
、
祭
友
会
の
神
輿
、
真
岡
市
か
ら
中
村
八

幡
宮
の
神
輿
が
加
わ
り
、
地
域
の
枠
を
越
え
て
交
流
し
ま
す
。

●
神
輿
渡
御
　
７
月
28
日
（
木
）
〜
30
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
10
時
　
駅
前
通
り
ほ
か

●
神
輿
川
渡
御
　
７
月
31
日
（
日
）
午
前
７
時
〜
８
時
　
勤
行
川
・
大
橋
下
流
　

期
間
中
の
べ
20
万
人
が
訪
れ
る
筑
西
市
内
最
大
の
夏
ま
つ
り
。
勇
壮
な
２
基
の
大
神
輿
と
姫

神
輿
、
30
基
を
越
え
る
子
ど
も
神
輿
が
、
下
館
駅
前
通
り
な
ど
を
練
り
歩
き
ま
す
。

●
８
月
７
日
（
日
）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

　
鬼
怒
川
・
新
川
島
橋
下
流
〈
雨
天
順
延
〉

川
島
花
火
大
会
は
、
夏
の
夜
空
を
飾
る
風
物
詩
。

鬼
怒
川
上
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
大
小
３
千
発
の

花
火
が
、
色
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

●
８
月
15
日
（
月
）
16
日
（
火
）
午
後
７
時
〜
10
時

　
ア
ル
テ
リ
オ
前
広
場

「
筑
波
土
産
は
下
館
音
頭
ヨ
ー
オ
」
の
歌
い
出
し

で
始
ま
る
『
下
館
音
頭
』
は
、
戦
時
中
に
下
館
町

へ
疎
開
し
て
い
た
詩
人
・
西
条
八
十
が
、
町
へ
の

思
い
を
込
め
て
作
詞
し
た
も
の
。
に
ぎ
や
か
な
お

囃
子
と
と
も
に
踊
る
『
笠
抜
き
踊
り
』
は
、
花
笠

を
使
っ
た
独
自
の
踊
り
で
す
。

■
各
行
事
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

　
筑
西
市
観
光
協
会
（
市
商
工
観
光
課
内
）

　
TEL
（
20
）
１
１
６
０

●
８
月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
10
時

　
勤
行
川
・
大
橋
上
流
〈
雨
天
順
延
〉

関
東
大
震
災
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
た
め
に
始
ま

り
、
そ
の
後
、
戦
災
犠
牲
者
へ
の
供
養
へ
と
変

わ
っ
た
灯
ろ
う
流
し
。
夜
の
勤
行
川
に
約
５
千
個

の
灯
ろ
う
が
浮
か
び
、
川
面
を
幻
想
的
な
世
界
へ

と
変
え
て
い
き
ま
す
。
灯
ろ
う
は
、
当
日
会
場
で

販
売
し
ま
す
。

人口＝男56,197人　女57,279人　計113,476人　世帯数＝35,729世帯（平成17年６月１日現在、常住人口）




